



2012 年 11月 6日火曜日､ 宇都宮大学峰キャンパ
ス内の大学会館 2 階多目的ホールにおいて、第４
回グローバル教育セミナーが開催されました。
今回のセミナーは、宇都宮大学国際学部附属多
文化公共圏センター､ 宇都宮大学HANDSプロジェ
クト（｢グローバル化社会に対応する人材育成と地域
貢献プロジェクト｣）及び宇都宮大学生涯学習教育
研究センターの共催により、また、宇都宮市､ 宇都
宮教育委員会､ NPO法人宇都宮市国際交流協会
の後援､及びNPO法人開発教育協会､開発教育ネッ
トワーク、まちなか・せかいネット-とちぎ海外協力
NGOセンター、カケハシ ズー、リソ スー・ネットワー
クなどの協力の下、「地域で世界につながるまちづく
り」―国際協力・地域再生のために市民・大学生
ができること― をテーマに実施されました。
近年グローバル化が世界規模ですすみ、国家間・
地域間・人々の間に格差が拡大し､ 弱い立場の人
たちがより困窮する状況が生まれています。一方、
一昨年３月に発生した東日本第震災は、津浪や原
発事故による放射能拡散等で大きな被害を東日本
地域にもたらしました。3.11 以後、東日本地域ばか
りでなく、日本や国際社会は国際協力や地域再生
のための新しいまちづくりが求められています。今
後わたしたちは、どのようにその解決を目指してい
けば良いのでしょうか。そうした解決を目指す国際
協力・地域再生のためのまちづくりのひとつとして､
世界の各地でフェアトレ ドーやフェアトレ ドータウン
運動が推進されています。
そこで、今回のセミナーは、震災後の地域で世
界につながるまちづくりを､ 市民や大学生が共に考
えることを目的として企画されました。セミナーは、
２部構成で、１部が対談形式、2部がパネルディス
カッションの形式で行われ、120 人余りの市民や
学生の参加がありました。
第１部は「持続可能な開発のための教育の10
年」推進会議（ESD-J）理事 / 事務局長の村上千
里氏が、「未来を作る力を育もう－“ 私たちが望む
未来 "を実現するために 」ーのテーマに、宇都宮大
学教育学部の陣内教授のインタビューに答える形
でESDに関してお話ししました。村上氏は、ESD
が大切にしている価値観として、人間の尊厳はかけ
がいがないこと､ 私たちには公正な社会をつくる責
任があること、現世代は将来世代に対する責任を
持っていること、人は自然の一部であること、文化
的多様性を尊重することなどを挙げ､ そして､ 更に
､ ESDを通して育みたい「能力」として、自分で感
じ考える力、問題の本質を見抜く力、多様な価値
観を尊重する力、具体的な解決方法を生み出す力、
自分が望む社会を思い描く力など多くの力の必要
性を説かれました。そして、最後に、「世界で起こっ
ていることと日本で起こっていること､ そして、自分
たちの暮らしや仕事とのつながりに気づき、つなが
りを築くことが重要であると結びました。
第 2 部は、１部でお話しいただいた村上氏の他
に、宇都宮市内でフェアトレード活動を行ってい
る、とちぎ YMCAの大浦智子氏、宇都宮大学学
生 NGOである２グループ代表、即ちカケハシーズ
の千葉真英さんとリソ スー・ネットワークの辻浦夢子
さんが加わり、それぞれの団体の活動についての
紹介を行い、その後、パネリストとして司会進行役
の国際学部の重田教授からの３つの質問（フェアト
レ ドーが国際協力・地生再生のまちづくりで出来る
こと、②フェアトレ ドーを行う上での課題､ ③フェア
トレ ドーがグローバル教育において出来ること）に
答える形で議論しました。
今回、さまざまな立場から公正な社会を目指した
まちづくりについて議論したことで、大震災後の日
本社会のあり方を考える上でのいくつかの課題が
浮かびあがりました。こうした課題に大学生がキャ
ンパスを飛び出し市民と共に行動を起こすことが、
地域再生につながることになることが確認されまし
た。1部と2部の間には、フェアトレ ドータウンにつ
いての基本的な紹介と共に、大学生自身が実際行っ
た､宇都宮市や近隣の町のフェアトレ ドー商品を扱っ
た店舗巡り（フェアトレ ドータウンウォーク）の調査
報告が行われましたが、その調査活動に､ 地域再
生のヒントが垣間見られました。
今回の第４回グローバル教育セミナーは、参加
者一人一人に、地域再生には市民と学生の連携が
重要であることを提示したと言えるでしょう。
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